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一　

問
題
の
所
在
─
見
落
と
さ
れ
て
き
た
自
然
の
歌
─

　

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
ま
で
、

小
学
校
用
の
教
科
書
は
、
文
部
省
の
発
行
し
た
国
定
教
科
書
で
あ
っ
た
。

現
在
の
検
定
教
科
書
と
は
違
い
、
そ
の
教
材
や
指
導
方
針
な
ど
は
、
全
て

国
が
決
定
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
当
時
の
情
勢
を
反
映
し
た
、
戦
意
昂

揚
的
な
教
材
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
た
。
戦
争
へ
と
向
か
っ
て
い
く
社
会

の
な
か
で
、『
萬
葉
集
』
の
歌
は
日
本
文
学
報
国
会
に
よ
る
『
愛
國
百
人

一
首
』
に
も
二
十
三
首
採
録
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
教
育
現
場
で
も
暗
誦
さ

れ
た
。『
萬
葉
集
』
に
戦
意
昂
揚
的
な
役
割
を
求
め
る
社
会
の
動
き
は
、

教
育
に
も
影
響
し
た
の
で
あ
る
。

　

戦
前
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
萬
葉
歌
に
つ
い
て
、品
田
悦
一
氏
は『
万

葉
集
の
発
明
─
国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
』
に
お
い
て
、「
万

葉
国
民
歌
集
観
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
、
変
化
を
し
て
き
た
の
か

と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
明
治
期
か
ら
戦
後
ま
で
の
国
語
教
科
書
に
お
け

る
萬
葉
歌
を
分
析
し
て
い
る
が（

（
（

、
戦
前
と
戦
後
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、

十
分
に
考
察
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
吉
田
裕
久
氏
は
、
墨
塗
り
教
科

書
か
ら
戦
後
初
期
検
定
教
科
書
ま
で
を
概
観
し
、
と
く
に
墨
塗
り
教
科
書

の
研
究
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
が
二
度
の
墨
塗
り
通
牒
の
み
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
墨
塗
り
教
科
書
の
実
物
に
よ
っ
て
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
内
容
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

　

戦
前
、
萬
葉
歌
は
国
語
教
科
書
の
中
で
愛
国
的
・
戦
意
昂
揚
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
教
科
書
に
も
戦
前
と
同
じ
歌

が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
五
年
度
か
ら
平
成
二
九
年
度
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
た
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」
の
教
科
書
は
九
社
か
ら
二
十
三
種
類

国
語
教
科
書
の
萬
葉
歌
に
お
け
る
戦
前
と
戦
後
の
連
続

─
自
然
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
─

佐　

藤　

織　

衣
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発
行
さ
れ
た
が
、
戦
前
の
国
定
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
た
歌
を
載
せ
て

い
な
い
教
科
書
会
社
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
は
巻
三
・
三
一
八
番
や

巻
八
・
一
四
一
八
番
な
ど
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌
が
多
い
。

　

梶
川
信
行
氏
は
「
国
語
総
合
」
で
教
材
化
さ
れ
た
萬
葉
歌
は
、「
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
の
好
尚
を
反
映
し
た
秀
歌
観
に
従
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
が
、

あ
た
か
も
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
形
で
集
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る

が（
（
（

、
戦
前
と
戦
後
で
教
育
に
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
前
に
秀
歌
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
現
在
も
残
り
続
け
、
教
科
書
の
中
で

の
萬
葉
像
を
形
作
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
論
は
、
国
定
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
萬
葉
歌
、
墨
塗
り
に
よ
っ
て
削

除
さ
れ
た
萬
葉
歌
、
残
さ
れ
た
萬
葉
歌
の
当
時
の
解
釈
を
通
し
て
、
今
ま

で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
、
自
然
の
歌
に
よ
る
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

存
在
感
を
増
す
自
然
の
歌 

─
第
四
期
国
定
教
科
書
か
ら
第
五
期
国
定
教
科
書
に
か
け
て
─

　

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
度
～
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
度
に
使
用
さ
れ

て
い
た
第
四
期
国
定
教
科
書
よ
り
、『
萬
葉
集
』
が
教
材
と
し
て
採
録
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
小
學
國
語
讀
本　

尋
常
科
用
』（
通
称
「
サ
ク
ラ

讀
本
」）
で
は
、
巻
十
で
「
御
民
わ
れ
」
と
い
う
教
材
が
、
巻
十
二
で
「
萬

葉
集
」
と
い
う
教
材
が
採
録
さ
れ
た
（
資
料
1
）。

「
御
民
わ
れ
」
で
は
教
材
の
冒
頭
に
『
萬
葉
集
』
巻
九
・
九
九
六
番

御
民
わ
れ
生
け
る
し
る
し
あ
り
天
地
の
榮
ゆ
る
と
き
に
あ
へ
ら
く
思

へ
ば
〔
巻
九
・
九
九
六
〕

が
置
か
れ
、
そ
の
他
に
紀
友
則
、
源
実
朝
、
本
居
宣
長
、
落
合
直
文
の
歌

が
鑑
賞
文
と
と
も
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
萬
葉
集
」
に
は
、
萬
葉
歌
が
七
首
（
う
ち
一
首
は
一
部
の
み
）
が
採

録
さ
れ
て
い
る
（
資
料
1
）。
教
材
の
冒
頭
に
は
巻
二
十
・
四
三
七
三
番
が

置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
鑑
賞
文
が
付
さ
れ
た
形
を
と
る
。「
我
が
国
民
性

の
優
れ
た
本
質
、
特
に
雄
大
明
朗
の
気
性
に
ふ
れ
し
め
、
国
民
と
し
て
の

自
覚
・
自
信
を
培
ふ
」
こ
と
の
で
き
る
教
材
と
さ
れ
、「
児
童
を
し
て
あ

の
明
朗
闊
達
な
精
神
に
触
れ
さ
せ
、
真
の
大
和
心
に
目
覚
め
さ
せ
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る（

（
（

。
教
材
内
の
記
述
に
お
い
て
「
か
く
上
下
を
問
は

ず
、
國
民
一
般
が
、
事
に
觸
れ
物
に
感
じ
て
歌
を
よ
む
と
い
ふ
の
は
、
わ

が
國
民
性
の
特
色
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
」「
萬
葉
集
の
歌
は
、
ま
こ
と
に

雄
大
で
あ
り
明
朗
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
古
代
の
人
々
が
、
雄
大
明
朗

の
気
性
を
持
ち
、
極
め
て
純
な
感
情
に
生
き
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

」
と
あ

り
、
古
代
と
現
代
と
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
萬
葉
観
が
示

さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

自
然
の
歌
と
し
て
は
、
巻
一
・
二
番
と
巻
六
・
九
一
九
番
が
採
録
さ
れ
て

い
る
が
、

大
和
に
は
群む
ら

山や
ま

あ
れ
ど
、

と
り
よ
ろ
ふ
天あ
め

の
香か

具ぐ

山
、

登
り
立
ち
國
見
を
す
れ
ば
、
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國
原
は
煙
立
ち
立
つ
、

海
原
は
か
ま
め
立
ち
立
つ
。

う
ま
し
國
ぞ
、

あ
き
つ
島
大
和
の
國
は
。〔
巻
一
・
二
〕

和
歌
の
浦
に
潮
滿
ち
来
れ
ば
潟か
た

を
な
み
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き

わ
た
る
〔
巻
六
・
九
一
九
〕

こ
れ
は
、
自
然
や
国
土
を
賛
美
す
る
こ
と
が
忠
君
愛
国
に
つ
な
が
る
と
い

う
思
想（

（
（

が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
美
し

い
国
土
は
護
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
愛
国
的
な
思
想
も
見
え
る
。

　

第
五
期
国
定
教
科
書
は
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
度
よ
り
使
用
が
開

始
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
り
、『
ヨ
ミ
カ
タ
』『
初
等
科
國
語
』
一
～
八
『
高

等
科
國
語
』
一
～
三
（
四
は
戦
前
未
刊
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。『
初
等
科

國
語　

七
』
で
は
「
御
民
わ
れ
」
が
、『
初
等
科
國
語　

八
』
で
は
「
萬

葉
集
」
が
第
四
期
国
定
教
科
書
か
ら
引
き
続
き
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
た
。

『
高
等
科
國
語
』
の
萬
葉
歌
の
教
材
は
、「
御
民
わ
れ
」
や
「
萬
葉
集
」
の

よ
う
に
鑑
賞
文
を
付
す
の
で
は
な
く
、
歌
の
み
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、『
古
事
記
』『
萬
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』

『
金
槐
和
歌
集
』
な
ど
か
ら
歌
が
採
録
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
が
、
萬
葉
歌

は
四
～
十
三
首
採
録
さ
れ
て
い
る
（
資
料
1
）。

　

な
お
、
同
時
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
『
中
等
國
文
』
で
も
、
萬
葉
歌
の

教
材
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
発
行
の
こ
の
教

科
書
は
国
定
教
科
書
に
は
分
類
さ
れ
な
い
が
、
文
部
省
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
、『
高
等
科
國
語
』
と
同
じ
よ
う
に
教
科
書
の
冒
頭
に
和
歌
の
教
材
を

載
せ
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
教
科
書
に
つ
い
て

も
考
え
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
、
長
歌
も
含
め
二
～
十
首
の
萬
葉
歌
が
採
録
さ

れ
て
い
る
（
資
料
1
）。

　

ま
ず
、『
高
等
科
國
語
』『
中
等
國
文
』
の
中
に
は
、
男
女
間
の
恋
愛
の

歌
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
相
聞
歌
は
雑
歌
、
挽

歌
と
並
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
意
識
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
に
戦
意
昂
揚
の
た
め
の
歌
と
、
旅
の
歌
、

自
然
を
詠
ん
だ
歌
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
戦
意
昂
揚
的
な
歌
に
は
、

『
高
等
科
國
語
』
と
『
中
等
國
文
』
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
採
ら
れ
て
い

る
巻
六
・
九
七
二
番
、
巻
十
五
・
三
六
四
四
番
、
巻
二
十
・
四
三
二
八
番
が

挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。

　

旅
の
歌
と
し
て
は
、
巻
三
・
二
五
四
番
や
巻
三
・
二
七
〇
番
、
巻

十
三
・
三
二
三
八
番
の
よ
う
に
、
家
を
恋
し
い
と
思
う
気
持
ち
が
詠
ま
れ

た
も
の
が
採
録
さ
れ
る
。
久
松
濳
一
は
「
親
子
の
愛
は
人
間
の
至
情
で
あ

る
が
、
そ
の
根
底
に
家
を
重
ん
ず
る
と
い
ふ
精
神
が
あ
る
」
と
述
べ（

（
（

、
家

と
父
母
へ
の
思
い
が
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
親
へ
の
思
い
で
あ
る
「
孝
」
が
「
忠
」
を
根
底
と
し
て
い
る
と
し
、「
忠

孝
一
本
」
と
い
う
精
神
を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
「
家
」
と
「
父
母

へ
の
思
い
」、「
孝
」
と
「
忠
」
が
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
た
め
、
旅
の
歌
が
多
く
採
録
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
高
等
科
國
語
』「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
で
憶
良
の
歌
（
巻
五
・
八
〇
二
番
、

八
〇
三
番
）
や（

（1
（

、
親
が
子
を
思
う
歌
（
巻
九
・
一
七
九
一
番
）、
そ
れ
と
は
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反
対
に
、
子
が
親
を
思
う
歌
（
巻
二
十
・
四
三
四
二
番
）
が
採
録
さ
れ
て

い
る
の
も
、
親
と
子
の
親
愛
の
延
長
に
皇
室
を
大お
ほ
や
け家

と
す
る
皇
室
と
国
民

と
の
「
親
子
関
係
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

自
然
を
詠
ん
だ
歌
は
、
第
四
期
と
比
べ
て
多
様
な
歌
が
採
録
さ
れ
て
い

る
。
海
や
春
を
詠
ん
だ
歌
が
多
い
が
、
中
で
も
、
富
士
山
を
誉
め
讃
え
た

巻
三
・
三
一
七
番
、
三
一
八
番
の
赤
人
の
歌
や
、
春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
巻
八
・

一
四
一
八
番
の
志
貴
皇
子
の
歌
は
『
高
等
科
國
語
』
と
『
中
等
國
文
』
に

共
通
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

天
地
の
わ
か
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て
高
く
貴
き　

駿す
る
が河
な
る
富
士
の

高
嶺
を　

天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば　

渡
る
日
の
か
げ
も
か
く
ろ
ひ　

照
る
月
の
光
も
見
え
ず　

白
雲
も
い
ゆ
き
は
ゞ
か
り　

時
じ
く
ぞ
雪

は
ふ
り
け
る　

語
り
つ
ぎ
い
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
む　

富
士
の
高
嶺
は
〔
巻

三
・
三
一
七
〕

田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
眞
白
に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降

り
け
る
〔
巻
三
・
三
一
八
〕

　

と
く
に
、
三
一
八
番
と
一
四
一
八
番
は
現
代
の
教
科
書
で
も
多
く
採
録

さ
れ
て
い
る
、『
萬
葉
集
』
を
代
表
す
る
自
然
の
歌
で
あ
る
。
三
一
八
番

で
詠
ま
れ
て
い
る
富
士
山
に
つ
い
て
は
「
壮
大
と
優
美
と
幽
玄
を
併
せ
有

す
る
」
と
評
さ
れ
、
こ
れ
が
日
本
の
自
然
の
特
質
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
が
国
民
性
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に（
（1
（

、
日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
感
情
の
中
心
に
あ
る
も
の
が
富
士
山
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
富
士
山
は
「
我
が
國
土
の
誇
で
あ
る
」

と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め（

（1
（

、
そ
れ
を
詠
ん
だ
赤
人
の
歌
は
愛
国
心
を
促

す
う
え
で
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
四
一
八
番
に
つ
い
て
佐
佐
木
信
綱
は
、「
げ
に
歡
喜
の
情
の
溢
れ
た
、

う
ち
誦
す
る
か
ら
に
心
の
開
け
る
思
ひ
す
る
歌
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る（

（1
（

。

春
の
喜
び
を
表
す
歌
は
教
科
書
に
お
い
て
も
、
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

国
定
教
科
書
で
の
歌
の
教
材
は
『
萬
葉
集
』
以
外
に
も
、
昭
和
天
皇
御

製
や
明
治
天
皇
御
製
、
江
戸
時
代
の
歌
人
に
よ
る
歌
、『
金
槐
和
歌
集
』

な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
多
い
の
が
自
然
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

『
中
等
國
文　

一　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』
に
は
、
佐
佐
木
信
綱
に

よ
る
「
和
歌
の
四
季
」
と
い
う
教
材
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
教
材
の

中
で
も
最
も
多
く
採
ら
れ
て
い
る
の
が
春
の
歌
で
あ
る
。
と
く
に
佐
佐
木

信
綱
は
「
皇
神
の
天
降
り
ま
し
け
る
日
向
な
る
高
千
穂
の
嶽
や
ま
づ
か
す

む
ら
む
」
と
い
う
伊
能
魚
彦
の
歌
を
、
年
の
初
め
に
「
わ
が
大
日
本
帝
國

の
肇
め
を
思
ふ
心
が
湧
き
起
つ
て
詠
ん
だ
」
と
評
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う

に
、
教
科
書
全
体
を
通
し
て
多
く
採
録
さ
れ
た
春
の
歌
は
、
春
が
国
の
始

ま
り
で
あ
る
と
い
う
思
想
や
、
春
と
い
う
季
節
に
よ
っ
て
日
本
に
生
ま
れ

た
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
と
い
う
感
情
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
満
洲
事
変
直
後
に
発
行
さ
れ
た
第
四
期
国

定
教
科
書
、
そ
し
て
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
な
か
で
使
用
さ
れ
て
い
た
第

五
期
国
定
教
科
書
で
は
、「
忠
」
や
「
孝
」
と
い
っ
た
、
軍
国
主
義
を
支

え
る
思
想
を
担
う
『
萬
葉
集
』
の
姿
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
国
民
学
校
に
お
い
て
、
国
語
は
国
民
科
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
国
民
科
の
目
的
と
し
て
「
皇
國
ニ
生
レ
タ
ル
喜
ヲ
感
ゼ
シ
メ
敬
神
、

奉
公
ノ
眞
義
ヲ
體
得
セ
シ
ム
」
こ
と
や
、「
我
ガ
國
ノ
歴
史
、
國
土
ガ
優
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秀
ナ
ル
國
民
性
ヲ
育
成
シ
タ
ル
所
以
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る（

（1
（

。
萬
葉
歌
を
教
材
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
へ
の
忠
だ
け
で
な

く
、
国
土
を
誉
め
讃
え
る
歌
が
重
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

政
府
の
指
示
に
よ
る
墨
塗
り

　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
新
体
制
の
も
と
新
し
い
教
科
書
の
発
行
が
急
務
と
な

る
。
そ
の
過
程
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
終
戦
し
て
す
ぐ
に
教
科

書
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ま
で
に
使
わ
れ
て
い
た
国
定
教
科

書
を
現
場
で
墨
塗
り
な
ど
を
施
し
た
う
え
で
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
九
月
二
〇
日
に
、
文
部
省
独
自
の

基
準
で
教
材
の
墨
塗
り
を
指
示
し
た
「
終
戦
ニ
伴
フ
教
科
用
図
書
取
扱
方

ニ
関
ス
ル
件
」（
い
わ
ゆ
る
第
一
次
墨
塗
り
通
牒
）
が
公
示
さ
れ
た
。
削

除
す
べ
き
教
材
と
し
て
は
、「
国
防
軍
備
ヲ
強
調
セ
ル
教
材
」「
戦
意
昂
揚

ニ
関
ス
ル
教
材
」「
国
際
ノ
和
親
ヲ
妨
グ
ル
虞
ア
ル
教
材
」「
戦
争
終
結
ニ

伴
フ
現
実
ノ
事
態
ト
著
ク
遊
離
シ
又
ハ
今
後
ニ
於
ケ
ル
児
童
生
徒
ノ
生
活

体
験
ト
甚
シ
ク
遠
ザ
カ
リ
教
材
ト
シ
テ
ノ
価
値
ヲ
減
損
セ
ル
教
材
」「
其

他
承
詔
必
謹
ノ
点
ニ
鑑
ミ
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
教
材（

（1
（

」
と
示
さ
れ
た
。
こ
の
中

で
指
示
さ
れ
た
削
除
箇
所
は
教
材
単
位
で
あ
り
、『
萬
葉
集
』
を
取
り
上

げ
た
教
材
は
年
度
の
後
半
に
使
用
さ
れ
る
後
期
用
教
科
書
の
教
材
で
あ
っ

た
た
め
、
こ
の
通
牒
で
は
削
除
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

戦
後
の
教
育
に
関
す
る
指
示
等
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（Civil 

Inform
ation and Education Section

）（
民
間
情
報
教
育
局
）
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
第
一
次
墨
塗
り
通
牒
は
そ
の
設
置
（
昭
和

二
〇
年
九
月
二
二
日
）
以
前
に
地
方
長
官
に
伝
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
の
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
後
、
よ

り
細
か
な
第
二
次
墨
塗
り
通
牒
「
国
民
学
校
後
期
使
用
図
書
中
ノ
削
除
修

正
箇
所
ノ
件（

（1
（

」
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
次
墨
塗
り
通
牒
で
は
第
一
次
墨
塗
り
通
牒
の
よ
う
な
教
材
単
位
の

削
除
指
示
で
は
な
く
、
教
材
を
部
分
的
に
削
除
す
る
な
ど
、
細
か
い
指
示

が
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
が
、
後
期
用
教
科
書
で

あ
っ
た
た
め
、削
除
対
象
は
後
期
用
教
科
書
の
み
で
あ
る
。
通
牒
に
は「
連

合
国
軍
最
高
司
令
部
ノ
承
認
ヲ
得
決
定
致
シ
タ
ル（

（2
（

」
と
記
さ
れ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

が
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
次
墨
塗
り
通
牒
は
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
一
月
二
五
日
に
公

示
さ
れ
る
が
、
第
一
次
墨
塗
り
通
牒
と
第
二
次
墨
塗
り
通
牒
の
公
示
の
間

の
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
〇
月
二
二
日
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
よ
っ
て

“A
dm

inistration of the Educational System
 of Japan”

が
発
せ
ら

れ
る
。
そ
の
中
で
〈
軍
国
主
義
や
超
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
促
す

よ
う
に
作
成
さ
れ
た
箇
所
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（2
（

〉
と
さ
れ
、
教
材

の
削
除
や
そ
の
方
向
性
の
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
第
二
次
墨
塗
り
通
牒
の
内

容
に
大
き
く
影
響
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
二
月
一
五
日
に
出
さ
れ
た
指
令

“A
bolition of G

overnm
ental Sponsorship, Support, 

Perpetuation, C
ontrol, and D

issem
ination of State Shinto 

（K
okka Shinto, Jinja Shinto

）. ”

い
わ
ゆ
る
「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
、

「
軍
国
主
義
」「
超
国
家
主
義
」
が
、〈
天
皇
や
国
民
、
国
土
に
特
別
な
起
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資料 2 　教科書関係年表（作成：佐藤）

米国（GHQ/CIE） 日本（文部省）

1945. 8 .21　‌�「降伏後ニ於ケル米国ノ初期
ノ対日方針」

1945. 9 .22　CIE設置

　　 10.22　‌�「日本教育制度ニ対スル管理
政策ニ関スル件」

　　 10.30　‌�「教育及ビ教育関係官ノ調査、
除外、認可ニ関スル件」

　　 11.10　‌�「今後一切の教科書の発行を
停止」

　　　　　 ‌�（CIE：ホール→教科書局長：
有光）

　　　　　 ‌�→英訳を提出して許可をと
る必要

　　 12.15　‌�「国家神道、神社神道ニ対ス
ル政府ノ保証、支援、保全、
監督並ニ弘布ノ廃止ニ関ス
ル件」（「神道指令」）

　　 12.31　‌�「修身、日本歴史及ビ地理停
止ニ関スル件」

1946. 1 . 9 　‌�「日本教育家ノ委員会ニ関ス
ル件」

　　 2 . 4 　‌�CIEで教科書の検閲基準が
最終合意となる

1945. 8 .14　ポツダム宣言受諾

　　 9 .20　‌�「終戦ニ伴フ教科用図書取扱
方ニ関スル件」（第一次「墨
ぬり」通牒）

　　 10.15　教科書局設置

　　 11. 9 　‌�「教科書改訂ニ関スル第二次
報告」

　　　　　 （文部省：福田繁→CIE：ホール）

　　 11.16　「東京書籍」事件
　　　　　 ‌�昭和20年度後期用教科書を

印刷
　　　　　 →指令違反

　　 12. 8 　‌�教科書編集方針の大網が作
られる。

　　 12.14　有光とワンダリックが会談。

1946. 1 .25　‌�「国民学校後期使用図書中ノ
削除修正箇所ノ件」（第二次

「墨ぬり」通牒）
　　　　　 →GHQ/CIEが大きく関与

　　 3 .10　暫定教科書発行開始
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源
が
あ
る
と
信
じ
る
が
故
に
他
国
や
そ
の
元
首
、
国
民
に
優
っ
て
い
る
と

す
る
主
義
〉
や
、〈
日
本
国
民
を
侵
略
戦
争
へ
駆
り
立
て
、
そ
れ
を
美
化

す
る
主
義
〉
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
た（

（2
（

こ
と
も
影
響
し
た
。

　

こ
の
指
令
に
よ
っ
て
、前
述
の“A

dm
inistration of the Educational 

System
 of Japan”

で
〈
軍
国
主
義
や
超
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

促
す
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
箇
所
〉
が
具
体
的
な
も
の
と
な
り
、
第
一
次
通

牒
よ
り
も
広
範
囲
に
、
ま
た
、
細
か
な
箇
所
で
の
削
除
指
示
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。四　

削
除
さ
れ
た
萬
葉
歌
と
墨
塗
り
を
免
れ
た
歌

　

第
二
次
墨
塗
り
通
牒
に
よ
っ
て
対
象
と
な
っ
た
萬
葉
歌
は
、
意
外
に
も
、

三
首
の
み
で
あ
っ
た（

（2
（

（
資
料
1
）。

今
日
よ
り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御み

楯た
て

と
出
立
つ
わ
れ

は
〔
巻
二
十
・
四
三
七
三
〕

海
行
か
ば
水み

づ
く
か
ば
ね
、

山
行
か
ば
草
む
す
か
ば
ね
、

大
君
の
邊へ

に
こ
そ
死
な
め
、

か
へ
り
み
は
せ
じ
。〔
巻
十
八
・
四
〇
九
四
〕（
一
部
）

天す
め
ら
ぎ皇

の
御
代
榮
え
む
と
東あ
づ
まな

る
み
ち
の
く
山
に
こ
が
ね
花
咲
く
〔
巻

十
八
・
四
〇
九
七
〕

　

こ
れ
ら
三
首
の
歌
に
つ
い
て
の
当
時
の
鑑
賞
と
し
て
は
、
巻

二
十
・
四
三
七
三
番
に
対
し
て
「
醜
の
み
楯
と
は
（
中
略
）
か
し
こ
く
も

天
皇
の
御
爲
に
御
楯
と
な
る
こ
と
を
感
激
し
て
の
語
で
あ
る（

（2
（

」、「
一
旦
君

命
に
接
し
て
は
、
す
べ
て
公
人
と
し
て
の
立
場
に
な
つ
て
、
一
切
の
私
事

を
顧
み
な
い
と
こ
ろ
に
崇
高
な
る
日
本
精
神
が
あ
る（

（2
（

」
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
歌
は
奥
村
喜
和
男
の
開
戦
の
談
話
で
も
引
用
さ
れ
、「
国
民

が
一
体
と
な
っ
て
、『
醜
の
御
楯
』
と
し
て
天
皇
に
命
を
捧
げ
国
を
護
る
」

と
い
う
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
い
た（

（2
（

。

　

巻
二
十
・
四
〇
九
四
番
の
長
歌
に
は
「
日
本
国
民
の
祖
先
が
、
數
千
年

前
の
古
代
に
於
い
て
、
か
や
う
に
堂
々
と
國
民
精
神
を
發
揚
し
て
ゐ
る
こ

と
を
、こ
の
歌
に
依
つ
て
知
り
得
る
の
は
實
に
快
絶
で
あ
る
。（
中
略
）（
天

皇
の
為
に
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
）
日
本
國
民
全
部
の
持
つ
心
で
あ
り
、
覺

悟
で
あ
り
、
又
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る（

（2
（

」
と
の
評
釈
が
さ
れ
、
巻

二
十
・
四
〇
九
七
番
に
つ
い
て
は
「
聖
戦
下
の
今
日
、
増
産
を
喫
緊
事
と

す
る
秋
に
在
つ
て
は
、
奥
州
出
金
の
歌
一
首
を
舉
げ
る
こ
と
が
最
も
適
切

だ
ら
う（

（2
（

」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
歌
の
読
み
が
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
軍
国
主
義
」「
超
国
家
主
義
」
が
具
体
的
に
定

義
づ
け
ら
れ
た
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
歌
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
墨
塗
り
は
、
萬
葉
歌
の
教
材
だ
け
で
な
く
教
科
書
全

体
を
と
お
し
て
、
通
牒
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
こ
と
、
ま

た
、
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

萬
葉
歌
の
教
材
で
も
、
通
牒
に
よ
っ
て
削
除
指
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

調
査
さ
れ
た
教
科
書
に
よ
っ
て
は
全
文
削
除
さ
れ
た
り
、
一
部
削
除
さ
れ

た
り
、
削
除
さ
れ
ず
に
残
存
し
て
い
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
（
資
料
1
）。

　

こ
れ
ら
の
教
材
の
載
る
『
中
等
國
文
』
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
国
定
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教
科
書
で
は
な
い
た
め
、
墨
塗
り
通
牒
に
よ
っ
て
の
削
除
指
示
は
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、『
中
等
國
文　

一　

旧
制
中
学
用
』「
わ
た
つ
み
」
と

『
中
等
國
文　

三　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』「
鞆
の
音
」
は
そ
の
全
文

が
、『
中
等
國
文　

四　

旧
制
中
学
用
』「
鞆
の
音
」
と
『
中
等
國
文　

四　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』「
大
宮
の
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
首
が
削
除
さ

れ
て
い
る
教
科
書
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
削
除
か
残
存
か
な
ど
が
、
教
科
書
に
よ
っ
て
異
な
る
原

因
と
し
て
、「
あ
ま
り
の
混
乱
状
況
ゆ
え
に
統
一
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
末
端
部
ま
で
細
か
な
指
示
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
教

師
に
よ
る
自
主
的
な
判
断
が
加
わ
っ
た
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
同

じ
歌
で
も
削
除
、
残
存
と
、
教
科
書
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
異
な
る
の
は
、

萬
葉
歌
が
戦
意
昂
揚
的
な
教
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ

う
。
歌
意
を
考
慮
せ
ず
に
教
育
現
場
の
裁
量
で
削
除
し
た
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
そ
の
後
の
暫
定
教
科
書
に
も
残
る
こ
と
に
な
る

巻
十
七
・
三
九
二
五
番
は
、
こ
の
歌
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
歌
と
同

じ
よ
う
に
太
上
天
皇
の
詔
に
応
え
た
歌
で
あ
る
橘
諸
兄
の
歌
が
『
國
體
の

本
義
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
忠
君
的
な
歌
と
解
さ
れ
削
除
さ

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。『
萬
葉
集
』
そ
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
を

引
用
し
た
文
献
に
よ
る
知
識
に
頼
り
、
そ
の
た
め
に
萬
葉
歌
に
対
し
て
の

十
分
な
解
釈
、
理
解
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

国
定
教
科
書
の
教
材
の
構
成
を
見
れ
ば
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌
に
も
愛
国

心
を
抱
か
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、「
大
君
」

や
「
ま
す
ら
を
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
詠
ま
れ
た
歌
が
、
分
か
り
や
す
く

軍
国
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
削
除
さ
れ
た
一
方
で
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌
は
、

戦
時
下
で
の
国
土
讃
嘆
か
ら
つ
な
が
る
忠
君
的
な
解
釈
を
し
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
ま
で
教
科
書
に
残
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
普
遍
的
な

自
然
へ
の
愛
情
や
共
感
へ
と
姿
を
変
え
て
、
戦
後
の
教
育
現
場
で
命
脈
を

保
っ
た
の
で
あ
る
。

五　

自
然
の
歌
に
見
る
戦
前
と
戦
後
の
連
続

　

戦
前
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
萬
葉
歌
は
、
教
科
書
の
冒
頭
に
置
か
れ

る
な
ど
、
大
き
な
存
在
感
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鑑
賞
文
が
付

さ
れ
る
こ
と
で
読
み
方
が
誘
導
さ
れ
、
戦
意
昂
揚
や
愛
国
心
を
高
め
る
た

め
の
教
材
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

戦
前
戦
中
の
萬
葉
歌
の
扱
い
は
終
戦
後
の
墨
塗
り
に
も
影
響
し
、
十
分

な
解
釈
が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
墨
塗
り
を
施
さ
れ
た
歌
も
あ
る
。
し
か
し
、

戦
意
昂
揚
的
な
歌
が
教
科
書
か
ら
削
除
さ
れ
る
な
か
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌

は
、
墨
塗
り
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
後
の
教
科
書

に
も
そ
れ
ら
の
歌
は
多
く
採
録
さ
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る（

（3
（

。

　

戦
時
下
の
萬
葉
像
は
、
そ
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て

様
々
に
形
を
変
え
、
現
在
の
、『
古
今
和
歌
集
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
』

と
比
較
し
て
素
朴
で
あ
る
と
さ
れ
る
萬
葉
像
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
現
行
の

高
等
学
校
国
語
総
合
の
指
導
書
で
も
自
然
の
歌
に
つ
い
て
、「
そ
の
土
地

の
美
し
さ
を
詠
む
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
を
統
治
す
る
天
皇
の
す
ば
ら

し
さ
を
讃
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
」
と
、
歴
史
的
な
解
説
を
加
え
る

も
の
が
あ
る
一
方
で（

（3
（

、自
然
描
写
の
雄
大
さ
や
、素
朴
な
感
情
表
現
と
い
っ
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た
、
戦
前
か
ら
の
萬
葉
像
を
引
き
継
ぐ
も
の
も
多
い
。

　

教
育
現
場
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
』
と
の
比
較
に

よ
っ
て
、『
萬
葉
集
』
の
素
朴
さ
を
強
調
す
る
指
導
が
未
だ
に
な
さ
れ
て

お
り
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌
は
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
の
人
々
の
自
然
描
写
に
対
す
る
姿
勢

と
、
現
代
の
我
々
の
自
然
に
対
す
る
感
情
は
等
し
い
も
の
で
は
な
い
。
戦

前
に
、
古
代
と
現
代
と
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
の
繰
り

返
し
と
な
ら
な
い
よ
う
、
自
然
を
詠
ん
だ
歌
を
、〈
日
本
人
の
自
然
観
〉

と
一
括
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
〈
古
代
人
の
自
然
観
〉
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

注（
1
）
品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
発
明
─
国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
』

新
曜
社　

二
〇
〇
一
年

（
2
）
吉
田
裕
久
『
戦
後
初
期
国
語
教
科
書
史
研
究
─
墨
ぬ
り
・
暫
定
・
国
定
・

検
定
─
』
風
間
書
房　

二
〇
〇
一
年

（
3
）
梶
川
信
行「
古
過
ぎ
る
教
科
書
の
万
葉
観
」梶
川
信
行
編『
お
か
し
い
ぞ
！

国
語
教
科
書　

万
葉
集
と
古
事
記
か
ら
〈
上
代
文
学
研
究
叢
書
〉』
笠
間
書
院　

二
〇
一
六
年

（
4
）
仲
新
・
稲
垣
忠
彦
・
佐
藤
秀
夫
編
『
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
集
成　

第

十
一
巻　

編
纂
趣
意
書
Ⅰ
』
東
京
書
籍　

一
九
八
二
年

（
5
）
文
部
省
『
小
学
国
語
読
本
尋
常
科
用　

巻
十
』「
御
民
わ
れ
」
文
部
省　

一
九
三
二
年

（
6
）
こ
の
よ
う
な
古
代
と
現
代
と
を
結
び
つ
け
る
考
え
方
は
こ
れ
よ
り
も
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、小
川
靖
彦
氏
は「『
万
葉
集
』の
未
来
」（『
万

葉
集
と
日
本
人
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
賀
茂

真
淵
の
萬
葉
像
で
は
古
代
と
現
代
と
が
無
媒
介
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
7
）
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
と
忠
君
愛
国
』（
日
本
精
神
叢
書
、文
部
省
思
想
局
編
、

一
九
三
七
年
）
に
も
「
国
土
讃
嘆
」
の
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
齋
藤
瀏
『
防
人
の
歌
』（
東
京
堂　

一
九
四
二
年
）
で
は
「
國
土
を
愛

す
る
心
は
、
天
皇
愛
に
延
長
す
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
こ
れ
ら
の
歌
は
日
本
文
学
報
国
会
版
『
愛
国
百
人
一
首
』
に
も
採
録
さ
れ

て
い
る
（
川
田
順
『
愛
國
百
人
一
首
評
釈
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
四
三
年
）。

（
9
）
久
松
濳
一
『
萬
葉
集
に
現
れ
た
る
日
本
精
神
』
至
文
堂　

一
九
三
七
年

（
10
）
注
（
9
）
に
同
じ
。

（
11
）
品
田
悦
一
氏
は
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
、
明
治
以
降
、
家
族
国
家
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
背
負
う
も
の
と
し
て
広
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
戦

後
に
は
「
親
子
の
情
愛
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
再
解
釈

が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。（
品
田
悦
一
「
忘
却
さ
れ

た
起
源
─
憶
良
の
歌
が
定
番
教
材
と
な
っ
た
わ
け
」
梶
川
信
行
編
『
お
か
し

い
ぞ
！
国
語
教
科
書　

古
す
ぎ
る
万
葉
集
の
読
み
方
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
六
年
）

（
12
）
小
川
靖
彦
「
佐
佐
木
信
綱
の
萬
葉
学
と
短
歌
制
作
」『
短
歌
往
来
』
二
五

巻
第
一
一
号
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

（
13
）
注
（
9
）
に
同
じ
。
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（
14
）
山
口
友
吉
・
遠
藤
五
郎
『
国
の
恵
：
全
日
本
少
国
民
の
た
め
に
』
采
文
閣　

一
九
三
六
年

（
15
）
佐
佐
木
信
綱
『
萬
葉
集
選
釈
』
増
訂
版　

明
治
書
院　

一
九
三
〇
年

（
16
）『
中
等
國
文　

二　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』
文
部
省　

一
九
四
四
年

（
17
）「
國
民
學
校
令
」（
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
二
月
二
八
日
公
布
）
に
よ

る
。

（
18
）
文
部
省
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要　

第
1
輯
』

一
九
四
五
年

（
19
）
文
部
省
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要　

第
2
輯
』

一
九
四
五
年

（
20
）
注
（
19
）
に
同
じ
。

（
21
）
竹
前
栄
治
監
修
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
総
集
成　

第
2
巻　

SCA
PIN

 1-400

』

エ
ム
テ
ィ
出
版
、
一
九
九
三
年

（
22
）
竹
前
栄
治
監
修
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
総
集
成　

第
3
巻　

SCA
PIN

 401-800

』

エ
ム
テ
ィ
出
版
、
一
九
九
三
年

（
23
）『
墨
ぬ
り
教
科
書
：
国
民
学
校
初
等
科
国
語
教
科
書
』
大
空
社　

一
九
八
五
年

（
24
）
齋
藤
瀏
『
防
人
の
歌
』
東
京
堂　

一
九
四
二
年

（
25
）
武
田
祐
吉
『
勤
皇
秀
歌　

萬
葉
時
代
篇
』
聖
紀
書
房　

一
九
四
二
年

（
26
）
小
川
靖
彦
「
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
「
醜
の
御
楯
」
の
意
識
─
聖
戦
短
歌

を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉─
」
日
本
文
学
協
会
編
『
日
本
文
学
』
第
六
四

号　

二
〇
一
五
年
五
月

（
27
）
注
（
25
）
に
同
じ
。

（
28
）
川
田
順
『
愛
国
百
人
一
首
評
釈
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
四
三
年

（
29
）
注
（
2
）
に
同
じ
。

（
30
）
注
（
2
）
に
同
じ
。

（
31
）『
國
體
の
本
義
』（
文
部
省
、
一
九
三
七
年
）
に
「
白
髪
に
至
る
ま
で
大
君

仕
へ
奉
つ
た
忠
臣
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。

（
32
）
小
川
雅
子
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
二
〇
年
代
の
中
学
校
国
語
教
科
書

で
採
録
さ
れ
た
万
葉
歌
の
う
ち
三
七
％
が
自
然
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
昭
和

三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
で
も
約
三
〇
％
と
、
高
い
割
合
で
採
録
さ
れ
て
い
る

（「
中
学
校
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
万
葉
集
教
材
の
変
遷
─
歌
・
作
者
・
学
習

目
標
・
単
元
・
学
習
の
手
引
き
に
つ
い
て
─
」『
人
文
科
教
育
研
究
』
一
二
号　

一
九
八
五
年
一
二
月
）。

（
33
）『
精
選
国
語
総
合
改
訂
版　

学
習
指
導
の
研
究
』
筑
摩
書
房　

二
〇
一
七

年
資
料
1　

第
四
期
・
第
五
期
国
定
教
科
書
の
萬
葉
歌

※
引
用
し
た
萬
葉
歌
は
す
べ
て
教
科
書
の
原
文
通
り
と
し
、
萬
葉
歌
に
付
し
た

歌
番
号
は
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

※『
高
等
科
國
語
』
と
『
中
等
國
文
』
の
ど
ち
ら
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
に
は

「
○
」
を
、
墨
塗
り
通
牒
に
よ
っ
て
墨
塗
り
を
指
示
さ
れ
た
歌
に
は
「
×
」
を
、

墨
塗
り
指
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
墨
塗
り
が
確
認
さ
れ
た
歌
に
は
「
△
」
を

付
す
。

『
小
學
國
語
讀
本　

尋
常
科
用　

巻
十
』／『
初
等
科
國
語　

七
』「
御
民
わ
れ
」

御
民
わ
れ
生
け
る
し
る
し
あ
り
天
地
の
榮
ゆ
る
と
き
に
あ
へ
ら
く
思
へ
ば〔
巻
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九
・
九
九
六
〕

『
小
學
國
語
讀
本　

尋
常
科
用　

巻
十
二
』／『
初
等
科
國
語　

八
』「
萬
葉
集
」

×‌�

今
日
よ
り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御み

楯た
て

と
出
立
つ
わ
れ
は〔
巻

二
十
・
四
三
七
三
〕

×
海
行
か
ば
水み

づ
く
か
ば
ね
、

山
行
か
ば
草
む
す
か
ば
ね
、

大
君
の
邊へ

に
こ
そ
死
な
め
、

か
へ
り
み
は
せ
じ
。〔
巻
十
八
・
四
〇
九
四
〕（
一
部
）

東ひ
ん
が
しの
野の

に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
み
す
れ
ば
月
か
た
ぶ
き
ぬ〔
巻

一
・
四
八
〕

和
歌
の
浦
に
潮
滿
ち
来
れ
ば
潟か
た

を
な
み
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き
わ
た

る
〔
巻
六
・
九
一
九
〕

を
の
こ
や
も
空
し
か
る
べ
き
萬
代
に
語
り
つ
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て〔
巻

六
・
九
七
八
〕

あ
を
に
よ
し
奈な

良ら

の
都
は
咲
く
花
の
に
ほ
ふ
が
如
く
今
さ
か
り
な
り
〔
巻

三
・
三
二
八
〕

大
和
に
は
群む
ら

山や
ま

あ
れ
ど
、

と
り
よ
ろ
ふ
天あ
め

の
香か

具ぐ

山
、

登
り
立
ち
國
見
を
す
れ
ば
、

國
原
は
煙
立
ち
立
つ
、

海
原
は
か
ま
め
立
ち
立
つ
。

う
ま
し
國
ぞ
、

あ
き
つ
島
大
和
の
國
は
。〔
巻
一
・
二
〕

『
高
等
科
國
語　

一
』「
大
海
に
」

大
海
に
島
も
あ
ら
な
く
に
海
原
の
た
ゆ
た
ふ
浪
に
立
て
る
し
ら
雲
〔
巻
七
・

一
〇
八
九
〕

大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
大
船
の
行
き
の
ま
に
〳
〵
宿
り
す
る
か
も
〔
巻

十
五
・
三
六
四
四
〕

た
ま
も
刈
る
敏み
ぬ
め馬

を
す
ぎ
て
夏
草
の
野
島
が
崎
に
船
ち
か
づ
き
ぬ
〔
巻
三
・

二
五
〇
〕

こ
れ
や
こ
の
名
に
負
ふ
鳴な
る
と門
の
う
づ
潮
に
た
ま
も
刈
る
と
ふ
あ
ま
少
女
ど

も
〔
巻
十
五
・
三
六
六
〇
〕

『
高
等
科
國
語　

二
』「
富
士
の
高
嶺
」

○
天
地
の
わ
か
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て
高
く
貴
き　

駿す
る
が河
な
る
富
士
の
高
嶺

を　

天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば　

渡
る
日
の
か
げ
も
か
く
ろ
ひ　

照
る
月

の
光
も
見
え
ず　

白
雲
も
い
ゆ
き
は
ゞ
か
り　

時
じ
く
ぞ
雪
は
ふ
り
け
る　

語
り
つ
ぎ
い
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
む　

富
士
の
高
嶺
は
〔
巻
三
・
三
一
七
〕

○
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
眞
白
に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け

る
〔
巻
三
・
三
一
八
〕

ひ
さ
か
た
の
天
の
香
具
山
こ
の
ゆ
ふ
べ
霞
た
な
び
く
春
立
つ
ら
し
も
〔
巻

十
・
一
八
一
二
〕

×
天す
め
ら
ぎ皇

の
御
代
榮
え
む
と
東あ

づ
ま

な
る
み
ち
の
く
山
に
こ
が
ね
花
咲
く
〔
巻

十
八
・
四
〇
九
七
〕

『
高
等
科
國
語　

三
』「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」

○
石い
は

ば
し
る
垂た

る

水み

の
上
の
さ
蕨わ

ら
びの

萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も
〔
巻

八
・
一
四
一
八
〕
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ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ぬ
れ
ば
久ひ

さ

木ぎ

生
ふ
る
淸
き
河
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く

〔
巻
六
・
九
二
五
〕

秋
の
野
に
咲
け
る
秋
萩
秋
風
に
な
び
け
る
上
に
秋
の
露
お
け
り
〔
巻
八
・

一
五
九
七
〕

○
新
た
し
き
年
の
は
じ
め
に
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は
〔
巻

十
七
・
三
九
二
五
〕

瓜
は
め
ば
子
ど
も
思
ほ
ゆ　

栗
は
め
ば
ま
し
て
し
ぬ
ば
ゆ　

何い
づ

處こ

よ
り
來

た
り
し
も
の
ぞ　

ま
な
か
ひ
に
も
と
な
か
ゝ
り
て　

安や
す

寢い

し
な
さ
ぬ
〔
巻

五
・
八
〇
二
〕

白し
ろ

銀が
ね

も
く
が
ね
も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
寶
子
に
し
か
め
や
も
〔
巻
五
・

八
〇
三
〕

○
旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
わ
が
子
は
ぐ
く
め
天
の
鶴た
づ

群む
ら

〔
巻
九
・

一
七
九
一
〕

眞ま

木け

柱ば
し
らほ
め
て
造
れ
る
殿
の
ご
と
い
ま
せ
母
刀と

自じ

面お
め

が
は
り
せ
ず
〔
巻

二
十
・
四
三
四
二
〕

降
る
雪
の
白
髪
ま
で
に
大
き
み
に
仕
へ
ま
つ
れ
ば
貴
く
も
あ
る
か
〔
巻

十
七
・
三
九
二
二
〕

○
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
磯
に
ふ
り
海う
の

原は
ら

わ
た
る
父
母
を
お
き
て
〔
巻

二
十
・
四
三
二
八
〕

○
千
萬
の
い
く
さ
な
り
と
も
こ
と
あ
げ
せ
ず
取
り
て
來
ぬ
べ
き
を
の
こ
と
ぞ

思
ふ
〔
巻
六
・
九
七
二
〕

敷
島
の
大
和
の
國
は
言
靈
の
た
す
く
る
國
ぞ
ま
さ
き
く
あ
り
こ
そ
〔
巻

十
三
・
三
二
五
四
〕

『
中
等
國
文　

一
』
男
女
共
通
「
富
士
の
高
嶺
」

○
天
地
の　

分
か
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て　

高
く
貴
き　

駿す
る
が河
な
る　

富
士

の
高た
か
ね嶺
を　

天
の
原　

ふ
り
さ
け
見
れ
ば　

渡
る
日
の　

影
も
か
く
ろ
ひ　

照
る
月
の　

光
も
見
え
ず　

白
雲
も　

い
行
き
は
ゞ
か
り　

時
じ
く
ぞ　

雪
は
ふ
り
け
る　

語
り
つ
ぎ　

言
ひ
つ
ぎ
行
か
む　

富
士
の
高
嶺
は
〔
巻

三
・
三
一
七
〕

○
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
眞
白
に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け

る
〔
巻
三
・
三
一
八
〕

『
中
等
國
文　

二　

旧
制
中
学
用
』「
わ
た
つ
み
」

△
わ
た
つ
み
の
豊と
よ

旗は
た

雲ぐ
も

に
入
日
さ
し
こ
よ
ひ
の
月つ

く

夜よ

あ
き
ら
け
く
こ
そ
〔
巻

一
・
一
五
〕

△
熟に
ぎ

田た

津づ

に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
こ
ぎ
出
で
な〔
巻

一
・
八
〕

△
と
も
し
び
の
明
石
大お
ほ

門と

に
入
ら
む
日
や
こ
ぎ
わ
か
れ
な
む
家
の
あ
た
り
見

ず
〔
巻
三
・
二
五
四
〕

△
旅
に
し
て
も
の
こ
ほ
し
き
に
山
下
の
赤あ
け

の
そ
ほ
船
沖
を
こ
ぐ
見
ゆ
〔
巻
三
・

二
七
〇
〕

△
大
海
に
島
も
あ
ら
な
く
に
海
原
の
た
ゆ
た
ふ
浪
に
立
て
る
し
ら
雲　
〔
巻

七
・
一
〇
八
九
〕

△
相あ
ふ

坂さ
か

を
う
ち
出
て
見
れ
ば
近
江
の
海
白し

ら

木ゆ

綿ふ

花
に
浪
立
ち
わ
た
る
〔
巻

十
三
・
三
二
三
八
〕

△
大お
ほ

葉ば

山や
ま

霞
た
な
び
き
さ
夜
ふ
け
て
わ
が
船
泊は

て
む
泊と

ま

り
知
ら
ず
も
〔
巻
七
・

一
二
二
四
〕
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△
珠
洲
の
海
に
朝
び
ら
き
し
て
こ
ぎ
く
れ
ば
長
濱
の
浦
に
月
照
り
に
け
り〔
巻

十
七
・
四
〇
二
九
〕

△
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
磯
に
觸ふ

り
海う

の

原は
ら

わ
た
る
父
母
を
お
き
て
〔
巻

二
十
・
四
三
二
八
〕

『
中
等
國
文　

二　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』「
豊
旗
雲
」

わ
た
つ
み
の
豊と
よ

旗は
た

雲ぐ
も

に
入
日
さ
し
こ
よ
ひ
の
月つ

く

夜よ

あ
き
ら
け
く
こ
そ　
〔
巻

一
・
一
五
〕

熟に
ぎ

田た

津づ

に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
こ
ぎ
出
で
な　

〔
巻
一
・
八
〕

○
大
海
に
島
も
あ
ら
な
く
に
海
原
の
た
ゆ
た
ふ
浪
に
立
て
る
し
ら
雲　
〔
巻

七
・
一
〇
八
九
〕

○
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
磯
に
觸ふ

り
海う

の

原は
ら

わ
た
る
父
母
を
置
き
て
〔
巻

二
十
・
四
三
二
八
〕

○
旅
人
の
や
ど
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
わ
が
子
は
ぐ
く
め
天あ
め

の
鶴た

づ

群む
ら

〔
巻
九
・

一
七
九
一
〕

か
ら
國
に
往
き
足
ら
は
し
て
歸
り
來
む
ま
す
ら
た
け
を
に
御み

き酒
た
て
ま
つ

る
〔
巻
十
九
・
四
二
六
二
〕

『
中
等
國
文　

三　

旧
制
中
学
用
』「
宇
智
の
大
野
」

や
す
み
し
し　

わ
が
お
ほ
き
み
の　

朝あ
し
たに

は　

取
り
撫
で
給
ひ　

夕
べ
に

は　

い
よ
り
立
た
し
し　

御
執
ら
し
の　

梓あ
づ
さの
弓
の　

長な
が

弭は
ず

の　

音
す
な

り　

朝あ
さ

獵か
り

に　

今
立
た
す
ら
し　

夕
獵
に　

今
立
た
す
ら
し　

御
執
ら
し

の　

梓
の
弓
の　

長
弭
の　

音
す
な
り
〔
巻
一
・
三
〕

た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の
草
深
野
〔
巻

一
・
四
〕

『
中
等
國
文　

三　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』「
鞆
の
音
」

△
ま
す
ら
を
の
鞆と
も

の
音
す
な
り
も
の
ゝ
ふ
の
お
ほ
ま
へ
つ
ぎ
み
楯
立
つ
ら
し

も
〔
巻
二
・
七
六
〕

△
や
す
み
し
し　

わ
が
お
ほ
き
み
の　

朝あ
し
たに
は　

取
り
撫
で
給
ひ　

夕
べ
に

は　

い
よ
り
立
た
し
し　

御
執
ら
し
の　

梓あ
づ
さの

弓
の　

長な
が

弭は
ず

の　

音
す
な

り　

朝あ
さ

獵か
り

に　

今
立
た
す
ら
し　

夕
獵
に　

今
立
た
す
ら
し　

御
執
ら
し

の　

梓
の
弓
の　

長
弭
の　

音
す
な
り
〔
巻
一
・
三
〕

△
た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の
草
深
野
〔
巻

一
・
四
〕

『
中
等
國
文　

四　

旧
制
中
学
用
』「
鞆
の
音
」

△
ま
す
ら
を
の
鞆
の
音
す
な
り
も
の
ゝ
ふ
の
お
ほ
ま
へ
つ
ぎ
み
楯
立
つ
ら
し

も
〔
巻
二
・
七
六
〕

△
ま
す
ら
を
の
行
く
と
ふ
道
ぞ
お
ほ
ろ
か
に
お
も
ひ
て
行
く
な
ま
す
ら
を
の

と
も
〔
巻
六
・
九
七
四
〕

○
千ち

萬よ
ろ
づの

い
く
さ
な
り
と
も
言
擧
げ
せ
ず
取
り
て
來
ぬ
べ
き
を
の
こ
と
ぞ
お

も
ふ
〔
巻
六
・
九
七
二
〕

○
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
大
船
の
行
き
の
ま
に
〳
〵
や
ど
り
す
る
か
も〔
巻

十
五
・
三
六
四
四
〕

大
宮
の
内
ま
で
聞
ゆ
網あ

引び

き
す
と
網あ

子ご

と
ゝ
の
ふ
る
海あ

人ま

の
呼
び
聲
〔
巻

三
・
二
三
八
〕

○
新
た
し
き
年
の
は
じ
め
に
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は
〔
巻

十
七
・
三
九
二
五
〕
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櫻
田
へ
鶴た

づ

鳴
き
わ
た
る
年あ

魚ゆ

市ち

潟が
た

潮
干
に
け
ら
し
鶴
鳴
き
わ
た
る
〔
巻
三
・

二
七
一
〕

○
石
ば
し
る
垂た
る

水み

の
上
の
さ
わ
ら
び
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

〔
巻
八
・
一
四
一
八
〕

み
吉
野
の
象き
さ

山や
ま

の
際ま

の
木こ

末ぬ
れ

に
は
こ
ゝ
だ
も
さ
わ
ぐ
鳥
の
聲
か
も
〔
巻
六
・

九
二
四
〕

あ
し
ひ
き
の
山
河
の
瀨
の
響な

る
な
べ
に
弓ゆ

月つ
き

が
嶽
に
雲
立
ち
わ
た
る
〔
巻

七
・
一
〇
八
八
〕

『
中
等
國
文　

四　

女
学
校
・
高
等
女
学
校
用
』「
大
宮
の
」

△
大
宮
の
内
ま
で
聞
ゆ
網あ

引び

き
す
と
網あ

子ご

と
ゝ
の
ふ
る
海あ

人ま

の
呼
び
聲
〔
巻

三
・
二
三
八
〕

天
ざ
か
る
ひ
な
の
長な
が

道ぢ

ゆ
こ
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門と

よ
り
大
和
島
見
ゆ
〔
巻

三
・
二
五
五
〕

月
待
ち
て
家
に
は
行
か
む
わ
が
挿
せ
る
あ
か
ら
橘
た
ち
ば
な

影
に
見
え
つ
ゝ
〔
巻

十
八
・
四
〇
六
〇
〕

隠こ
も
り
く口

の
泊は

つ

瀬せ

の
山
は
色
づ
き
ぬ
し
ぐ
れ
の
雨
は
降
り
に
け
ら
し
も
〔
巻
八
・

一
五
九
三
〕

△
新
た
し
き
年
の
は
じ
め
に
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は
〔
巻

十
七
・
三
九
二
五
〕

誰た

が
苑そ

の

の
梅
の
花
ぞ
も
ひ
さ
か
た
の
淸
き
月つ

く

夜よ

に
こ
ゝ
だ
散
り
來
る
〔
巻

十
・
二
三
二
五
〕

冬
ご
も
り
春
さ
り
來
ら
し
あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

〔
巻
十
・
一
八
二
四
〕

○
石い
は

ば
し
る
垂た

る

水み

の
上
の
さ
わ
ら
び
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

〔
巻
八
・
一
四
一
八
〕

�

（
さ
と
う
・
お
り
え
／
本
学
博
士
後
期
課
程
学
生
）


